


連携は現代社会において活動する様々な分野における最も重要
なキーワードの一つであり、20世紀に誕生したリハビリテーション
の領域では、はじめからチームアプローチを活動形態の特徴とし
て、展開してまいりました。新しい領域であり、概念を含めて海外
より導入されたものであり、20世紀後半より政策的に推進すべき
領域とされたことにより、わが国でも急速に普及してきましたが、
「リハビリテーション」というカタカナ言葉の持つイメージは分散し
がちであります。
20世紀の後半にかけて、医療従事者数は急増し、うち医師の

占める比率は著しく縮小し、医師・薬剤師・看護師に加えて多種多
様な専門職が医療や福祉で協力分担するようになりました。学問
の進歩により職能が分化したというよりも、より良い医療や福祉サ
ービスを求める社会的ニーズ増大を背景として理解することができ
ます。その傾向はさらに拡大しつつあり、それぞれの部署におけ
る多様な専門職がチームとして適切に行動できるためには調整役
としてのコーディネーターを必要とすることになります。

21世紀を前にして、身体障害に偏することなく精神も知的も含
めた障害のリハビリテーションに取り組む高度で包括的な活動への
ニーズが高まりました。そうした時代に本学会が設立されました。
リハビリテーション全体に関わり、かつ専門分野間の連携を図る理
論的研究、こうした理論に裏付けられた専門的技術・方法の開発
と実践、および障害のある人々のライフサイクルの視点に立った最
適な地域ケア実現のための方策の検討に取組む学術集団を目指し
て活動しています。
多数の職種が連携して、子供から高齢者まで、日常生活や社会

活動に障害のある方々の、それぞれの地域に
おける生活を支援する技術を科学するために、
皆さまが本学会に入会し、ホットな議論に参加
されることを願っています。

　日本リハビリテーション連携科学学会
理事長　江藤　文夫

●社会リハビリテーション研究会
リハビリテーションの１分野である社会リハビ
リテーションに関する研究活動を行っていま
す。これまでの活動成果として、「社会生活力
プログラム・マニュアル」やDVDを発行して
きました。社会リハビリテーションや「社会生
活力」についての理解を高め、様々な障害の
ある方の社会生活力を高めるための公開研修
会等も開催しています。

●教育支援研究会
平成19年4月から「特別支援教育」が学校教
育法に位置づけられ、すべての学校におい
て、障害のある幼児児童生徒の支援をさらに
充実していくこととなりました。
教育支援研究会は、一人一人のニーズに着目
した教育を総合的で効果的に行うための諸問
題を、連携という視点からともに考えて実践す
ることを目的に活動しています。

●ケアマネジメント研究会
在宅で生活する障害者・高齢者のリハビリテ
ーションを推進するためには、多職種、多領
域のチームワークが不可欠です。当研究会で
は、リハビリテーションの連携の活性化をはか
るためには連携を仕事とする専任職員の存在
が不可欠と考え、その制度化を推進するため
の基礎調査に取り組んでいます。同時に毎月
事例検討会を行い、意見交換をしています。

■理 事 長

 江藤  文夫 国立障害者リハビリテーションセンター顧問

■副理事長

 藤田  和弘 九州保健福祉大学QOL研究機構特別教授

 廣田  栄子 筑波大学人間系教授

■常任理事
 事務局長
 芳賀  裕子 芳賀経営コンサルティング事務所代表
 研究推進委員長
 小澤  　温 筑波大学人間系教授
 財務委員長
 八重田  淳 筑波大学人間系准教授
 研究誌編集委員長
 吉野 眞理子 筑波大学人間系教授
 会報編集委員長
 矢野  秀典 目白大学保健医療学部理学療法科教授
 広報委員長
 森田  秋子 (医)珪山会鵜飼リハビリテーション病院リハビリテーション部長
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■理　事

 會田  玉美 目白大学保健医療学部作業療法学科教授

 石渡  博幸 国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局自立訓練部機能訓練課長

 入江 多津子 国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科教授

 上村  数洋 バーチャルメディア工房ぎふ理事長

 大内  　進 国立特別支援教育総合研究所客員研究員

 小川  喜道 神奈川工科大学創造工学部ロボット・メカトロニクス学科教授

 川間 健之介 筑波大学人間系教授

 工藤  恵子 帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科教授

 小池  純子 横浜市総合リハビリテーションセンター参与 横浜市北部地域療育センターセンター長

 齊藤  正身 (医)真正会霞ヶ関南病院理事長

 高木  理彰 山形大学医学部整形外科学講座教授

 田中  康之 千葉県千葉リハビリテーションセンター地域連携部地域支援室室長
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 田中  康之 千葉県千葉リハビリテーションセンター地域連携部地域支援室室長

 中津  真美 東京大学バリアフリー支援室特任助教

 春原  則子 目白大学保健医療学部言語聴覚学科教授

 松坂  誠應 長崎大学副学長長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授

 吉永  勝訓 千葉県千葉リハビリテーションセンターセンター長

■監　事

 飯島  　節 国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局局長

 香川  那生 元健康科学大学教授

■顧　問

 澤村  誠志 兵庫県立総合リハビリテーションセンター顧問　名誉院長

 奥野  英子 元筑波大学大学院教授

 福屋  靖子 法政大学名誉教授

　（所属は、2015年5月現在）
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ご入会へのお誘い

学会の主な活動

役員の紹介

① 毎年1回研究大会の開催
② 学会研究誌「リハビリテーション連携科学」の刊行
③ 年3回、会報「連携通信」の発行
④ 連携科学に関連する公開研究会やテーマ別研究会の開催
研究推進委員会、研究誌編集委員会、会報編集委員会、広報委員会をはじめ、テーマ別の
自主研究会が設置され、会員の研究交流の場や研究成果をいかす機会を提供しています。


